2010/3/12（金）　早稲田大学２０世紀メディア研究所第１回特別研究会
保守政治家からCIAエージェントへ
——米国国立公文書館所蔵CIA・MIS作成日本人個人Nameファイルから
  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　         加藤哲郎(一橋大学)
1， 2007/1米国国立公文書館NARAナチス・日本帝国戦犯資料機密解除の意義
●清水正義「ナチ戦争犯罪情報公開法の成立について」
http://www.geocities.jp/dasheiligewasser/others/OnNaziWarCriminalAct.htm
アメリカ議会は1998/10/8ナチ戦争犯罪情報公開法に（Nazi War Crimes Disclosure Act,ナチ情報公開法）を、次いで2000/12/27に日本帝国政府情報公開法（Japanese Imperial Government Disclosure Act）を制定した。前者はナチ戦争犯罪に関して合衆国政府機関が保管する機密扱い記録の機密解除と公開を、同様に後者は戦前日本政府・軍の戦争犯罪に関する機密扱い記録の機密解除と公開を主旨としたものである。両者はほぼ同一内容であり、後者は前者の執行過程で前者を補完するものとして制定された。……ナチ情報公開法は、アメリカ政府機関が所有するナチ関係記録で現在なお機密扱いされているものについて、なるべく広範に機密解除をするべくしかるべき機関が三年間の期間限定で記録調査、目録作成、機密解除指定等を行うことを定めている。 
● ナチス・ドイツ中心、日本関係も120万頁中１割だが10万頁以上、731部隊石井四郎細菌戦関係は特別ファイル
● Nameファイル、Subject ファイル、Business ファイル、2007/1　公開記者会見
· インターネット上でファイル名・個人名まで公開されているが、ファイル閲覧はワシントンDC=NARAでのみ
http://www.fas.org/sgp/library/iwgreport02.html
http://www.archives.gov/press/press-releases/2007/nr07-47.html
http://www.archives.gov/iwg/japanese-war-crimes/
http://www.archives.gov/iwg/declassified-records/rg-263-cia-records/
２， 公開された戦略情報局OSS/中央情報局CIA資料と陸軍情報部G2=MIS Army Staff/CIC資料
●　FBI個人ファイル(RG65)　『同胞』編集長藤井周而・賀川豊彦関係豊富、ドイツ人・日本人出入国記録など
·  CIA個人ファイル(RG263)　第一次・第二次リリース（昭和天皇裕仁・岸信介など重要部分非公開）
http://www.archives.gov/iwg/declassified-records/rg-263-cia-records/rg-263-report.html?template=print
http://www.abc.net.au/news/newsitems/200508/s1437314.htm (独＝ゲーレン3+7、バルビー7+4、ヒトラー3+4)
・第一次公開788人（日本人名は土肥原賢二、今村均、石井四郎、大川周明の4人のみ）。圧倒的多数のアルファベット順ドイツ人名中に日本人名を見つける手作業（Hitlerの直前にHirohito.Higashikuni）。
・第二次公開約1100人（日本人らしい名前は、秋山浩、有末精三、麻生達男、福見秀雄、五島慶太、服部卓四郎2冊，東久邇稔彦、昭和天皇裕仁、今村均、石井四郎、賀屋興宣、岸信介、児玉誉士夫2冊，小宮義孝、久原房之助、前田稔、野村吉三郎、緒方竹虎5冊，大川周明、小野寺信2冊，笹川良一、重光葵、下村定、正力松太郎3冊，Shima Horia　2冊，辰巳栄一、辻政信3冊，河辺虎四郎、和知鷹二、和智恒蔵の30人42冊）。おおむね戦犯ないしその容疑者だがGHQ=G2歴史課等に協力し訴追を逃れた人物（小宮の上海自然科学研だけ例外）。東京裁判戦犯容疑とは別原理の資料収集。
●　MIS(Army Staff)個人ファイル(RG319)　日本人約2500人、昭和天皇裕仁、近衛秀麿・東久邇稔彦、吉田茂・岸信介・賀屋興宣・中曽根康弘・大平正芳ら首相経験者（なぜか鳩山一郎・池田勇人・佐藤栄作はなし）、児玉誉士夫・笹川良一・里見甫ら右翼、有末・服部・辻ら旧軍人、尾崎秀実、川合貞吉、宮西義雄、木元伝一、E.Ottらゾルゲ事件関係者、浅沼稲次郎・野坂参三・中野重治ら左派有力者、シベリア抑留者多数、中曽根・大平ら、志田・椎野らの米軍情報部監視記録
· OSS Official Personalファイル(RG226)35000人75万頁、W.W.Rostow、P.Sweezy、ジョー小出、藤井周而ら勤務記録。
３　中央情報局CIAの個人ファイル：旧軍人・右翼・保守政治家とエージェント工作
· 石井四郎、731部隊関係の全貌
http://blogs.yahoo.co.jp/huniusami/28061323.html
http://sakura4987.exblog.jp/4958898/
「秋山浩、福見秀雄ファイル」など石井部隊関係者の個人ファイルも公開
· 朝鮮戦争・サンフランシスコ講和時の服部卓四郎ら「地下日本政府」による吉田茂暗殺クーデタ、第３次世界大戦誘発による再軍備・宇垣内閣構想
http://d.hatena.ne.jp/Apeman/20060828/p2
「服部卓四郎ファイル」 約70頁の戦後日本旧軍人諜報史が充実、最初の最重要Agent=POPOVが不明
「河辺虎四郎ファイル」 http://www.asyura2.com/0601/senkyo26/msg/110.html、
「有末精三ファイル」「辻政信ファイル」
「辰巳栄一ファイル」吉田茂と旧軍グループのリエゾン、POLESTER-5のコードネーム
 http://www.asyura.com/09/reki02/msg/212.html
「児玉誉士夫ファイル」金に汚いギャングという53年報告あるが、その後再浮上する過程が不明
ドイツ国営TV2008年放映「児玉機関と笹川良一」http://ameblo.jp/aobadai0301/entry-10281193928.html
· 緒方竹虎ファイル、正力松太郎ファイル等から浮かび上がる戦後日本政治の出発、55年体制の影

「CIA:緒方竹虎を通し政治工作  50年代の米公文書分析」(『毎日新聞』2009年7月26日朝刊) 
http://gensizin2.seesaa.net/article/124279925.html
http://members.jcom.home.ne.jp/katote/0907OGATA.pdf
http://www.kit.hi-ho.ne.jp/msatou/06-02/060208amaki.htm
http://www.f.waseda.jp/tarima/pressrelease.htm
http://hakusanjin.cocolog-nifty.com/blog/2009/07/09726-fe14.html
「緒方竹虎ファイル」POCAPONを吉田の後継首相にする55年工作、緒方急死で挫折、全５冊、最も充実、
「正力松太郎ファイル」PODAM 、日本テレビ開局、Atoms for Peaceキャンペーンなどマスコミ工作豊富
「岸信介ファイル」期待はずれ、首相就任後の新聞記事少量
「賀屋興宣ファイル」緒方死後後継、アレン・ダレス宛手紙、POSONNET1でエージェント明白
●「裕仁ファイル」 期待はずれ、語学力・生物学・食事嗜好、75年訪米時報道等20頁足らず
「ヒットラー・ファイル」充実、演説・宣伝手法から食事・性的嗜好まで膨大な伝記的・心理学的分析
●「小宮義孝ファイル」石井四郎に準じて上海自然科学研究所の化学戦・細菌戦を調査した形跡、しかし小宮は東大医学部助手以来の左翼（中国共産党への秘密協力）。なぜ左翼のCIAファイルはないのか？

４　陸軍情報部MIS/CICの個人ファイル：日本人２５００人の日常的監視体制の記録
●こちらの方が、（１）狭義の戦犯にとどまらず日本の政治経済社会文化の有力者、無名の人々多数を含み、（２）1930年代から70年代をカバーし（現在も米軍基地があるから）時には90年代まで入っていて情報量も多く、（３）米国が必要と認め収集した個人情報・監視記録のワシントンに送られた分で現代史研究に有益。（４）ただし人名の誤読や噂情報も多く批判的解読が必要。米国側解説にこだわらずにボックスを開いて読んで見なければ内容・価値が分からない、膨大な学問的可能性を秘めた記録。但しすべてではないだろう。
· 「昭和天皇：裕仁ファイル」一部時事通信名越健郎氏が情報公開法で99/10/31紹介。45/10/27アチソンのマッカーサー宛覚書(秦郁彦紹介)、45/10東久邇の天皇退位情報、46-47戦後地方行幸とその反応、象徴天皇制世論調査（京都の永末英一の世論研究所『サーヴェイ』47/1 から）現状維持52.2%、天皇にもっと権力を32%,弱化3.5%、廃止4%に注目・全訳等。
· 「有末精三・辻政信・児玉誉士夫・笹川了一・里見甫・小野寺信」等はCIAファイルと相補、尋問記録
●「吉田茂ファイル」一部春名幹男氏情報公開法紹介。吉田再軍備消極論の裏での情報提供・講和交渉。
●「岸信介ファイル」一部春名氏紹介。巣鴨入獄時の（国際検察局IPS）より早い46/3 CIS(情報将校)尋問調書。「賀屋興宣・重光葵ファイル」等も巣鴨尋問などでCIAを補う。

●「中曽根康弘ファイル」青年将校時代の民族活動も監視、「大平正芳」日韓条約・日中国交回復に注目
●「野坂参三ファイル」野坂のGHQ　Safell大佐宛書簡５通ほどを含む豊富な内容。転居のたびに地図・写真つきの監視。演説はすぐ英訳。延安でのエマーソン・有吉幸治インタビューでの天皇論評価。しかし戦前1934-38年の米国密入国歴（ジョー小出・ジャック木元らが助手）は見破られず. Venonaと併読必要。
●「徳田球一、志賀義雄、神山茂夫、志田重男、椎野悦郎」等共産党幹部監視ファイル、朝鮮戦争時のものが多い。但し宮本顕治・袴田里見なし。
●「尾崎秀実Hidemiファイル」＝『うら・おもて』別冊「ゾルゲ事件の真相、尾崎秀実は国を売った」1949/5、日本タイムズ等英訳、太平洋調査会IPR・平貞蔵・昭和塾に注目
●「川合貞吉ファイル」1947/9/12-51/7/30本郷ハウス・キャノン機関情報提供記録、G2担当官Paul Rush、スメドレーがクラウゼンと1937 年新潟で会見か？　秋山幸治供述（1949/2-3）、川合情報では伊藤律より松本三益がゾルゲリング「売り」に責任(49/2)、49/2/16 一問一答尋問記録、ゾルゲ事件生き証人川合へのアメリカ側関心は「上海でのスメドレーについての彼の個人的知識」だが、その情報に月２万円の価値はない、日共は彼を信用していない、１万円に減額・解消へ(1950/2/20,$55.56)、Col Pulliam/Col Smith/Col Bratten/Col Leper、田中栄一警視庁長官も関与し川合警護。
●「宮西義雄ファイル」1941日本の石油備蓄満鉄情報を尾崎へ、Class B Communistに分類。
●「鹿地亘ファイル」1945/7/12に米国政府宛Agent雇用契約（月200ドルの金銭授受）、それなのに戦後はソ連大使館に出入りし日共に接触、いわゆる鹿地事件の背景・根拠、「三橋正雄ファイル」と相補。
· 「木元伝一ファイル」　1952年３月「ハワイの７人」裁判から始まるのに裁判資料はなく、Jack Danichi Kimotoがゾルゲ事件の宮城与徳を派遣したアメリカ共産党員Royである可能性探求の記録。
· 「豊田令助ファイル」アメリカ共産党日本人部の重要人物で30年代書記「矢野努」だが、全部が ACCESS RESTRICTED, The Item identified below has been withdrawn from this file.『ヴェノナ』と要照合。
●「滝川幸辰ファイル」滝川事件より戦後「河上会」メンバー、京大学生細胞から弾圧者と名指しに注目
「湯川秀樹ファイル」新村猛、YAMANOUCHI Toshihikoを介した民科Headへの誘い、海外渡航時チェック
「鶴見祐輔ファイル」翼賛政治に加わった自由主義者、家族関係で和子の民科・中研注目、俊輔ノーマーク
●「中野重治ファイル」文学者というよりも47-50日本共産党参院議員としての活動監視記録
 「高津正道ファイル」1946/2に衆院選立候補のさいの詳しい経歴・身上書等
●「佐田稲子ファイル」新日本文学会、婦人運動関係監視
●「三田和夫ファイル」シベリア抑留とラストボロフ事件の真相を追いかけた読売新聞事件記者の著書全訳
●「毛沢東ファイル」49/4 毛沢東の密使が日共に連絡という秘密情報が神奈川県警に
●「ホーチミン・ファイル」インドシナ戦争の新聞記事英訳のみ
●「オイゲン・オット・ファイル」＝ゾルゲ事件で解任後北京在住の元駐日ドイツ大使オットを1946/2から半年東京召還尋問記録、詳しいがゾルゲ事件よりも極東ナチスの活動と日独同盟・外交中心の尋問
· 無名の個人ファイルでは、シベリア抑留引き揚げ組のマニュアルにもとづく尋問・追跡記録多数。

· 占領期国会議員（特に社共）、団体役員、米国出入国者は特に監視の対象となっていた。

５　再び旧ソ連秘密文書へ、NSAヴェノナ文書も用いて冷戦史＝戦後情報戦の再検討へ
（１）アメリカ側作業部会担当者の関心は、もっぱら細菌戦・化学戦、南京事件・慰安婦、諜報活動
（２）裕仁・岸ファイル、豊田令助ファイル、尾崎秀実ファイル末尾等はなお機密、野坂参三の1934-38アメリカ滞在を日本外事警察も米国情報機関もつかめなかったことの意味。
（３）旧ソ連の日本人（約700人）・米国日系人個人ファイル（約50 人）も利用可能で、緒方・吉田・共産党関係者などは「ヴェノナ文書」も用いて新しい冷戦史研究可能。しかしRGASPI閲覧は厳しくなりつつある。
· 参考文献・URL 　CIA/MISと旧軍部・自民党研究、これまでの記録
http://homepage.mac.com/ehara_gen/jealous_gay/cia_funded.html
http://www.webtelevi.com/nihonjoho.htm
http://www.usfl.com/Daily/News/06/07/0719_017.asp
http://www.state.gov/r/pa/ho/frus/johnsonlb/xxix2/
米国国務省FRUS文書「Foreign Relations, 1950-1955 The Intelligence Community」

http://www.state.gov/r/pa/ho/frus/index.htm
http://www.state.gov/r/pa/ho/frus/truman/c24687.htm
http://www.state.gov/documents/organization/69042.pdf
http://www.state.gov/r/pa/ho/frus/c4035.htm#eisenhower
米国国務省歴史室 Persons and Pseudonyms: Ascham, Robert A., pseudonym for Allen Dulles 
http://history.state.gov/historicaldocuments/frus1952-54Guat/persons
http://images.library.wisc.edu/FRUS/EFacs2/1952-54Guat/reference/frus.frus195254guat.i0007.pdf
春名幹男『秘密のファイル』（新潮文庫）

山本武利『ブラック・プロパガンダ』（岩波書店、2002）

ワイナー『CIA秘録』上下（文藝春秋、2008）

ヘインズ＝クレア『ヴェノナ』（ＰＨＰ、2010）

加藤哲郎『象徴天皇制の起源　アメリカの心理戦「日本計画」』(平凡社新書、2005)

加藤『情報戦の時代』『情報戦と現代史』（花伝社、3007）

有馬哲夫『日本テレビとCIA　発掘された「正力ファイル」』 (新潮社、2006)

有馬『原発、正力、CIA』 （新潮新書、2008）『昭和史を動かしたアメリカ情報機関』(平凡社新書、2009)

有馬『アレン・ダレス　原爆・天皇制・終戦をめぐる暗闘』(講談社、2009)
Ｃ・シンプソン『冷戦に憑かれた亡者たち　ナチとアメリカ情報機関』（時事通信社、1994）
日本国際政治学会『国際政治』151「吉田路線の再検証」(March 2008)ほか
C.I.A. Spent Millions to Support Japanese Right in 50's and 60's (New York Times, October 9, 1994),朝日新聞2010.3/1.
http://sun.ap.teacup.com/souun/138.html
http://www.asyura2.com/0306/idletalk2/msg/1063.html
http://query.nytimes.com/gst/fullpage.html?res=9C0DE2DA113DF93AA35753C1A962958260&sec=&spon=&pagewanted=print
http://www.asyura.com/0306/idletalk2/msg/927.html
http://igajin.blog.so-net.ne.jp/2007-10-04
http://k1fighter.hp.infoseek.co.jp/AbeNinki/CIA/CIAhimitu.htm
http://d.hatena.ne.jp/Takaon/20070921
http://iitaizou.at.webry.info/200607/article_31.html
http://www.asia2020.jp/japan/ldp_cia.htm
http://d.hatena.ne.jp/Takaon/20070921
http://iitaizou.at.webry.info/200607/article_31.html
http://www.asia2020.jp/japan/ldp_cia.htm
http://alternativereport1.seesaa.net/article/49607677.html
http://www15.ocn.ne.jp/~oyakodon/kok_website/fireworks4/main_pages_sub/OUMUNOSEIRISEITON_PAGE9_4.HTM
アメリカ側Interagency Working Group (IWG)の注目した機密解除http://www.fas.org/sgp/library/iwgreport02.html
英語版ウィキペディア　U.S. intelligence involvement with German and Japanese war criminals after World War II の注目点

http://en.wikipedia.org/wiki/U.S._intelligence_involvement_with_German_and_Japanese_war_criminals_after_World_War_II
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